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小 豆 島 町

ふくしだよりふくしだより
地域が抱えているさまざまな福祉問題を地域全体の問題としてとらえ、

みんなで考え、話し合い、協力して解決を図ることを目的としています。

だれもが安心して暮らせる福祉の町づくり
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平
成
30
年
12
月
６
日
、
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
に
お
い
て
第

５
回
小
豆
島
町
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
町
内
の
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
３

年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
一
人
ひ

と
り
が
今
後
の
活
動
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
す
る
と

と
も
に
、
多
年
に
わ
た
り
本
町
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
の
顕
彰
と
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉
委
員
、
介
護

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ

て
い
る
方
を
は
じ
め
、
自
治
会
や
行
政
関
係
者
な
ど

２
４
０
人
の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
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婚
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金
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生活支援体制整備事業

事業の背景（国の方針）
団塊の世代が後期高齢者（７５歳以上）になる２０２５年（平成３７年）に向け、高齢者の在宅生活を支えるため、生活
支援の必要性が高まるなか、多様な主体による生活支援サービスを提供する体制を整備することが必要となってくる。

小豆島町の目指すもの
地域の元気な高齢者が担い手となって生活支援サービスを提供する、互いに支え合う地域づくりを促す（支え上手・支え
られ上手を増やす）
介護予防支援ボランティアを育成し、地域での支え合い活動の担い手が増え、支え合い活動が広がるよう、住民が自発的
に取り組むことを働きかける
　✽健康寿命の延伸を目指すサロン活動（介護予防グループ活動認定団体）
　✽高齢者への見守り訪問や配食サービスの配送等生活支援活動（介護予防ボランティア組織化事業）
　✽高齢者への見守り訪問・ゴミ捨て等の生活支援活動（介護予防支援ボランティア制度）

小豆島町の生活支援体制を整えるための考え方について

第
５
回
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大
会
は
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
地
域
で

の
支
え
合
い
の
重
要
性
、
そ
し
て
福
祉
活
動
へ
の
取
り
組

み
を
深
め
る
こ
と
を
決
意
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
長

年
に
わ
た
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
又
、
結

　

記
念
講
演
で
は
、

　
「
地
域
の
支
え
合
い

活
動
を
広
げ
る
た
め

に
」
と
の
演
題
で
、

公
益
財
団
法
人
さ
わ

や
か
福
祉
財
団
戦
略

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
土

屋
幸
己
氏
に
、
現
在
、

全
国
で
進
め
ら
れ
て

い
る
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
に
関
し
、

実
際
の
活
動
事
例
な

ど
も
交
え
て
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

婚
60
周
年
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
、
50
周
年

の
金
婚
の
証
書
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
幸
せ

で
あ
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

小
豆
島
町
社
会
福
祉
大
会　
開
催
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緊急情報シートの用紙が変わります
　この制度は、土庄町でも実施されており、緊急情報
シートの内容を統一することになりました。
　新しいシートは絆バトンが配布されている家庭にお
配りします。
　また、新たに該当すると思われる家庭にも訪問しま
すので、ご協力ください。

　小豆島町社会福祉協議会では、災害や自宅で具合が悪くな
り、救急車を呼んだ場合などに、その人の「持病」や「飲ん
でいる薬」、「緊急連絡先」などがわかるように、申し込まれ
た方に「絆バトン」を配布しています。
❖ どんな人が配布を受けられるの？
　○一人暮らしの高齢者（６５歳以上）で、ご近所や
　　民生委員の見守りを必要としている方
　○持病や障害等により、健康上の不安を抱えている方
　　（年齢は問わない）

問い合わせ先
　　小豆島町社会福祉協議会
　　　　☎８２－５３１８

ご家庭の冷蔵庫に救急医療情報「絆バトン」を

　

「
貴
重
な
体
験
」
と
は
日
々
生
活
し
て

い
く
中
で
な
か
な
か
出
会
え
な
い
事
を
、

身
を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
で
す
。
今
回
、

そ
の
貴
重
な
体
験
を
豊
寿
園
で
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

豊
寿
園
で
は
様
々
な
仕
事
の
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。
特
に
入
浴
介
助
は
蒸
し
暑

い
中
、
服
の
着
脱
衣
や
入
浴
の
手
伝
い
な

ど
は
と
て
も
重
労
働
で
こ
れ
は
大
変
だ

な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
職
員
の
皆
さ

ん
は
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
明
る
く
利
用
者

の
方
と
接
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
て
心
が

温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

豊
寿
園
に
行
っ
て
み
て
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
、
職
員
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も

大
変
な
仕
事
だ
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
体
験

や
感
動
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
と
い

う
、
と
て
も
大
切
な
事
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
行
き
た
い
で
す
。
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私
は
８
月
3
日
に
豊
寿
園
の
訪
問
へ
行

き
ま
し
た
。
今
回
は
２
回
目
だ
っ
た
け
れ

ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

私
は
一
人
の
女
性
の
利
用
者
の
方
の
介

護
を
し
ま
し
た
が
、
本
当
に
大
変
で
改
め

て
職
員
の
方
の
す
ご
さ
を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
最
も
難
し
い
と
感
じ
た
の
が

利
用
者
の
方
と
の
会
話
で
す
。

　

利
用
者
の
方
の
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
、
会
話
を
と
ぎ
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
言

葉
に
気
を
付
け
て
会
話
す
る
の
は
と
て
も

難
し
く
、
な
ん
と
声
を
か
け
れ
ば
い
い
の

か
が
分
か
ら
な
く
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
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は
、
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来
ど
ん
な
形
で
あ
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自
身
の
役
に
立
つ
時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
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し
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の
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福
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の
仕
事
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を
持
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こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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「一人暮らし高齢者を励ます会　内海地区」

坂　　　手

草 壁 本 町 神　懸　通

西　村　流

西　村　原西 村 中 条

福　　　田

片　　　城

安田（空条・下八）
安田（仲条・東谷条）
安田（植松東・西）
当　浜

西 村 日 方
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　近年、大きな地震やこれまでにない豪雨がもたらす土砂災害など、多くの自然災害による
甚大な被害が発生しています。また、西日本では南海トラフを震源とする地震がこの30年以
内に70％から80％の確率で発生すると予測されています。
　こうした災害時には、高齢者や障害者、子どもなど災害弱者が求める福祉ニーズへの対応
が必要です。
　小豆圏域では、行政の防災部門、福祉部門と社会福祉法人を含む社会福祉団体等が検討を
重ね、平成30年度に２つの事業を行いました。

災害時の福祉支援体制

　災害時要配慮者が長期間の避難生活を余儀なくされた場合、必要な支援が行われない結果、
生活機能の低下や要介護度の重度化など二次被害が懸念されます。これに対応するには、福
祉避難所への移動が必要であり、自治体と協定を結んだ福祉施設にあっては、受け入れ体制
の整備と訓練による備えが必要であると考えられますので、次のように設置訓練を実施しま
した。

②　福祉避難所設置訓練

　検討会の中で、小豆圏域内の福祉関係者
が小豆島でどのような災害が起こるのか、
又、どのような対応が必要なのかという認
識、知識の習得が必要であるとの意見が出
ました。これに応えるため、県内有数の講
師によるセミナーを開催しました。

①　小豆圏域福祉関係法人
連携災害セミナー

講　義Ⅰ

　　「南海トラフ地震への備え」-小豆島の被害軽減に向けた課題-
　　講 師　香川大学 四国危機管理教育･研究･地域連携推進機構　副機構長
　　　　　　　　地域強靭化研究センター長　　金田　義行　氏

13：30
～15：00  

講　義Ⅱ

　　「南海トラフ地震等に備えて」
　　講 師　香川県危機管理総局危機管理課
　　　　　　　　防災指導監　　松村　朝生　氏

15：15
～16：15

２月２日㈯

サンリゾート
多目的ホール

災害対策本部から福祉避難所開設の要請があり、施
設では、打合せ後、受け入れ準備。

要配慮者の状態確認と、血圧測定などによる健康
チェック。
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赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金

平成30年度　小豆島町社協会費報告
（平成31年２月28日現在）

《一般会費》　１，１３０，０００円
《賛助会費》　１，３９４，０００円
ご協力ありがとうございました。

30年度助成報告
４，４０４，７６８円

　共同募金報告　　　　（平成30年10月１日～ 12月31日）
　みなさまからの温かいご支援、ご協力により多くの善意が寄せられまし
た。心から感謝申し上げますとともに、募金結果をご報告いたします。
　今後とも引き続きご協力くださいますようお願い申し上げます。
　みなさまから寄せられた募金は、香川県共同募金会にて集められた後、
一部が平成31年度に小豆島町の地域福祉活動資金として助成されます。

募金額内訳　　　　　（単位：円）
戸別募金　　　　４，４２０，５００
法人募金　　　　 １３５，０００
職域募金　　　　 ２５５，０００
街頭募金　　　　 　１４，５４３
そ の 他　　　　 　２９，５５８
合　　計　　　　４，８５４，６０１

★保険金が支払われる主な例

あたたかな善意をありがとうございました。
平成30年１月１日～平成31年１月16日

寄 付 件 数　　　　　　 　８件
寄付合計金額　　　４３２，６２５円

寄付にご協力お願いします

社会福祉事業へのご寄付は寄付金控除の対象となります。

　社協の財源の一つが、みなさまから寄せられる会費や寄付金です。こうした
財源は社協の事業を行う上で大きな支えとなっています。金額の多少を問わず、
年間を通じて受け付けております。どうぞお気持ちをお寄せください。

ご寄付いただいた方の氏名は町広報紙に掲載しておりますのでご覧ください。

清掃ボランティア活動中転んでケガを
して通院した。
活動中、食べた弁当でボランティア自
身が食中毒になって入院した。
家事援助ボランティア活動で清掃中、
誤って花びんを落としてこわした。

入浴ボランティア活動中、誤ってお年
寄りにケガをさせた。
自転車でボランティア活動に向かう途
中、誤って他人にケガをさせた。

ボランティア活動に向かう途中、交通
事故にあって亡くなられた。

●賛助会員募集●
　今後とも、一人でも多くの
方に社協の活動をご理解いた
だきご協力をお願いいたしま
す。
　賛助会費（個人・企業）
　１口　１，０００円

◦小豆島町社会福祉協議会
◦池田老人クラブ
◦内海老人クラブ
◦小豆島町婦人会池田支部
◦小豆郡手をつなぐ育成会
◦小豆島町障害者協会
◦小豆島町障害者スポーツ大会事務局
◦小豆地区保護司会東分区
◦小豆生活研究グループ
◦日方自治会　老人クラブ
◦城山保存会
◦西村中条自治会
◦さわやかクラブ
◦男声合唱団ヴォーカル小豆島
◦中山農村歌舞伎保存会
◦流元気会地域活動支援センターオリーブの皆様、ありがとうございました。

ボランティア活動保険
　ボランティア活動中に起こるさまざまな事故に
よるケガや損害賠償責任を補償する保険制度です。

★補償期間
　加入手続を完了した翌日から平成32年３月31日まで
★そ の 他
　用途に合わせ、行事用保険や有償ボランティアの保険
もあります。ご相談ください。
★注　　意 
　複数のグループに所属しボランティア活動をされてい
る方は、いずれかのグループで加入すれば、他のグルー
プでの活動も補償対象となります。

補償内容・金額、その他加入条件などの詳しい内容
については、社会福祉協議会までお問い合わせくだ
さい。　　　　　　　　　　　　☎８２－５３１８

★加入の条件
◦日本国内で、他人や社会に貢献する自発的な無償の活
　動
◦社会福祉協議会に登録されているボランティア個人ま
　たはグループ、ＮＰＯ団体。
★年間保険料

＊基本タイプに地震・噴火・津波によるケガの補償が追加されます。

Ａプラン
３５０円
５００円

Ｂプラン
５１０円
７１０円

基本タイプ
天災タイプ＊

社協掲示板
●レシピ紹介

材　料　　　　　 ４人分
オリーブの新漬け……４０個
スティックチーズ………４本
ち　　く　　わ…………４本
蒸しパンミックス………適量
オリーブ油………………適量

作り方
１．オリーブの種を抜く。
２．チーズを①に詰める。
３．ちくわを半分に切り②を
　　詰める。
４．蒸しパンミックスを水で
　　溶き衣にして③にからめ
　　て170℃〜 180℃のオリ
　　ーブ油でからっと揚げる。

ちくわとオリーブ&チーズ詰め


